(4)　相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）

ア　サービス利用意向調査（ニーズ調査）の結果（まとめ）
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サービス利用意向調査　課題抽出一覧（H23.10～H24.2）

コード一覧

①福祉施設利用者の一般就労への移行に関すること

②訪問系サービスに関すること（居宅介護、移動支援など）

③日中活動系サービスに関すること（生活介護、就労継続、地域活動支援センターなど）

④居住系サービスに関すること（ＧＨ、ＣＨなど）

⑤相談支援の充実に関すること

⑥日中一時支援事業に関すること（短期入所、日中短期入所、障害児タイムケアなど）

⑦緊急時対応のこと

⑧その他地域生活に関すること（余暇のこと、医療のこと、将来的なことなど）
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【考察】
	ニーズ調査結果については、「⑧その他地域生活に関すること」が半数以上を占めている。その内容は、障がい児・者（とその家族）の年代に応じたニーズなど個々の問題で、類型化するのが難しい。相談支援事業として、個々の対応が必要であるとともに、地域課題を把握し、その解決に向けた取り組みも必要である。
次に「③日中活動系サービスに関すること」、「④居住系サービスに関すること」がそれぞれ１１％となっている。③日中活動系サービスも多種多用だが、サービス利用等計画案の作成が義務付けられ、相談員が施設の中に入るようになるため、利用者が望むサービスを共に検討できるよう情報の収集、周知に努めたい。④については、市内にＧＨ、ＣＨができることを望まれている。行政、事業所、地域等、それぞれの立場での協力が必要となるが、現在、入居している方がどのような過程を経たのかという点についても、将来的に利用したいと考えている方へ情報提供できるとよい。


イ　相談支援連絡会の内容
　　(ｱ)　現状

1 ・平成２３年度の相談支援連絡会は
2 サービス利用意向調査の報告

3 西三河北部就業・生活支援センターのケース対応状況の報告

4 こころの病の相談支援・当事者支援事業の報告
5 その他の情報交換
など、各機関相談支援専門員の情報共有の場として機能させている。
・今後もサービス利用意向調査の報告を基に、情報の共有、地域課題の抽出などを行っていく。

・西三河北部障がい者就業・生活支援センターのケース対応状況や「こころの病の相談支援・当事者支援事業」の状況も、相談支援連絡会で報告していただいていることで、各相談支援事業所まで情報が行き渡っている。

　(ｲ)　意向調査内容の確認

　　【課題】
サービス利用意向調査の報告の中で、実施者所見欄に「モニタリングや支給量調整が必要であると思われる」と記載のあるケースの事後確認が、ほとんどできていなかった。
　　　【解決策】

・調査報告後の確認の時間も設ける。そのため、調査の内容を今まで以上に精査し、記録をまとめた上で補足部分のみを報告することにした。

・参加者は資料を読み込んで、質問事項等があればまとめておく。
　　　【確認方法】
調査員が調査報告をした後、相談支援連絡会参加者で「事後確認の必要あり」と判断されたケースについては、翌月の連絡会で調査に行った調査員から報告。
（様式）
	前月の

ケースNo
	調査内容及び

確認事項
	結果

	(例)１
	11/○○の調査時、利用事業所を増やしたいというニーズがあったため、意向に沿えるよう指定事業所に確認してみた。
	指定事業所をあたったが、現状は利用希望者が多数おり、すぐに利用はできない。事業所には利用できるようになったら連絡してもらうよう依頼し、当事者には希望登録しておくよう助言した。













































































